






Challenges in the Instruction on Chinese Folktales in Japanese Language Textbooks 
 in Prim













二〇一 年四月から施行された小学校学習指導要領の国語の教育内容において 「 〔伝統的な言語文化と国語の特質に

















例えば、ドイツは、 「ブレーメン 音楽隊」 「ヘンゼルとグレーテル」 「ハメルンの笛吹き」 「オオカミと七ひきの子

































話に親 んで ることがうか える。グリム童話やディズニーアニメが多くの日本人に親しまれている影響ともいえよう。一方、日本では中国を始め東アジアの昔話はなじみ
が薄い。グリム童話が既に明治時代から翻訳されて日本人
に読まれているにもかかわらず 例えば中国昔話の場合は、昭和に ってようやく翻訳されてきた。日本人にとっては、漢文や故事成語を学校教育で学ぶた 、口伝え
より中国古典文学のほうが はるかに馴染みがある。
 





















































































































































































「ああ、このおじい んは、今肉を食べなければ、もう一生食べら ないかもしれない」と、ふえふきはかわいそうに思 ました。
 






























































































































































































































































































































 笛吹きと姫の二人 、並ん 笛を吹いて、肩を並べて、 歩一
歩進んでいった。波も、それに合わせて引いていった。
 








































































     ⑫
 ある日、一人の若者が喜びながら皆に話した。彼は、ある日





























































































































































をもとにした児童文学であり」との指摘である。 「ふえをふく岩」の原典「笛笛石」は『椰姑娘』に載せられた二編のうちの一遍である。この著 は、肖甘牛と藩平元の二人であり、このうち 肖甘牛」は「蕭甘牛」と同一人物であ
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